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歌手 作詞 作曲 発表年
不明 不明
不明 不明
不明 不明
吉田光一 早川正昭 増川和雄 1966
菊地幹彦 高柳　公 渡辺秋生 不明
長坂純一 水木　怜 茅　大介 1982
立花たえこ 荒川利夫 茅　大介 1989
島津亜矢 みみとしや 茅　大介 1991？

愛は・おくしり 我妻陽子 みみとしや 茅　大介 1991？
島津亜矢 星野哲郎 弦　哲也 1997
島津亜矢 星野哲郎 弦　哲也 1997
ＫＡＺＵＭＩ 2006
松野次男 還 すすむ 還 すすむ 2007
島 つとむ 及川　勉 長坂純一 2010
野村吉文 星川成一 山中　博 2012
流 流 流 2013
堀井喨晃 奥尻安協 広田　薫 1978
不明 不明 不明 不明

稲穂自波作奥尻保勝会撰

奥尻エレジー
島の港唄
奥尻の風に乗って
うにまるのうた

「うにまるのうた」を披露した流（ながれ）

最近も色々新曲が登場しております

　③「うにまるのうた」（流）
　昨年、奥尻限定で披露された唄があります。このところ毎年8
月のなべつる祭りに出演するシンガーソングライターの流。なん
でも、島に渡るフェリーの中でインスピレーションがあったとか。
奥尻港では、うにまる君が出迎えてくれ、また帰りはお見送りも
してくれるので、思い出深い旅路となるでしょう。

曲名
畝井久三郎作奥尻保勝会撰

詳細求む

鴨緑江節替え歌

奥尻交通安全音頭
奥尻観光音頭

奥尻しりふり音頭
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　あけましておめでとうございます。今年は比較的長い正月休みだったのではないでしょうか。体調
を整えて、スッキリした心身で臨みたいですね。今年もよろしくお願いいたします。

奥尻の唄

奥尻恋唄

海洋研修センターと稲穂ふれあい研修センターにて無料配布しています。　奥尻町役場ホームページからもダウンロードできます。

うにまるちゃん

　人が集まれば、宴をし、唄を歌えば踊りが始まる。これはいつ
の時代にも行われた人間の営みでしょう。今号では、数々ある
奥尻の唄を紹介しましょう。
　①「奥尻音頭」（二代目）（吉田光一）
　先ずはなんと言っても、「奥尻音頭」ですね。”ハァー　春はそよ
風…♪”とメロディーが聞こえれば自然と体が動いてしまいま
す。これは昭和41年（1966）の町制施行記念に制作された唄で、
いまでは島の祭りに欠かせない郷土の愛唱歌です。
　②「奥尻はいま」、「うにまるちゃん」（島津亜矢）
　今や演歌中堅世代の筆頭とも言える、島津亜矢。彼女がまだ
売り出し中だった1989年、ちょうどゆるキャラ「うにまるちゃん」が
誕生し、タイアップソングがつくられました。その後、1993年のう
にまるパーク開園記念の歌謡ショーなどに来島するなど、交流
がありました。そして、震災後の復興ソングとも言えるのが1997
年の「奥尻はいま」です。今や島のスナックの定番曲、皆で合唱
して大団円をむかえます。”島中みんなでお待ちしています～
♪”ぜひ一度奥尻へお越し下さい。

奥尻交通安全音頭 新顔です。よろしく。

元祖ご当地ソング

二次会〆の定番

オジロの海挿入歌

レア音源です

奥尻未練 奥尻ではお馴染み

奥尻しりふり音頭制作実行委員会

奥尻音頭
奥尻小唄
奥尻小唄
奥尻音頭

奥尻ジャンジャン
奥尻はいま

北追岬



 

昭和奥尻生活詩　13回

コ
ラ
ム
連
載
し
て
い
ま
す

　本年もよろしくお願い申し上
げます。年末年始は時化ました
ね。行いが悪かったか…。反
省。久々に冬場の船の揺れを体
験、これを克服せねば奥尻人に
はなれぬ。初詣のおみくじは
「中吉」でしたが、どの項目も
忠告めいた文言ばかりでドキ
リ。出だしは慎重にいこう…。
久々にレコード回しましたが、
いいもんですね。最近ちょっと
オールディーズにはまり中。 奥尻　海岸通り　昭和40年代中頃
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　雪が降り、防波堤も行きにくくなってきましたね。岩場は
危険なので敬遠です。奥尻の磯釣りも一休みです。ここ
で、2013年の魚大物ランキングを発表します！
・カレイ類：クロガシラ47．3㎝（北国岬）、マガレイ35㎝（同）
・ソイ類：クロゾイ53．8㎝（屏風立岩）、マゾイ37㎝（松江）
・カジカ：52．5㎝（崖ノ岬）、・ホッケ：42．0㎝（崖ノ岬）
・アブラコ49．3㎝（屏風立岩）、・ハチガラ：33．7㎝（球浦）
　いやー大物ばかり。ただ、ホッケは前年に引き続き薄
かったですね。冬場は、網は別としても、磯では数匹しか
釣れていないようです。春も冬も釣れなくて嘆いていた人も
いました。対岸の瀬棚や太田ではまずまず来ているようで
すが、向かいの奥尻にはなぜ寄らない？？さてさて、サク
ラマス釣りの準備に移りますかね。

〈連載〉奥尻島あの日この時　第8回 うにまるパーク開園 平成5年7月10日

　平成5年7月10日（震災2日前）に落成したのが、赤石地区にある「うにま
るパーク」です。元々、町は平成元年に「愛はおくしり島でめぐりあう」を
キャッチフレーズとして、キャラクター「うにまる」の発案と、うにまるモニュメ
ントやタイムカプセルなどを建設しました（ふるさと創生事業の一環）。その
後、周辺を公園として整備し、うにまるパークセンター（現　佐藤義則野球
展示室）を新築し、現在のような公園として開園したのです。
　落成記念式典には、道副知事や檜山支庁長らの来賓があり、祝賀会で
は奥尻ならではの海の幸がたくさん振る舞われました。つづくアトラクション
では、ジャンボ秀克の司会のもと、婦人会による「奥尻音頭」で幕を開け、
歌謡ショーでは島津亜矢、立花たえこ、我妻陽子の3歌手がそろい踏みし
て会場を盛り上げました。3名で合計22曲も披露したということで、そうとう
熱のこもった舞台となったようです。
　しかし、この2日後には未曾有の災害が島を襲い、公園は災害救援物資
の集積場（その後大型テントを仮設）となりました。8月29日には物資の一
般配布が行われ、200トン以上の物資がボランティアの手により、被災民に
渡りました。
　平成5年の奥尻は暗いニュース一色と思いがちですが、パーク開園は明
るい話題の一つでした。「この夏、ほとんどの行事が中止になってしまった
奥尻島。しかしこの日のうにまるパークだけは、まるで「夏まつり」であるか
のような賑わいを見せたひとときでした」と当時の広報誌は述ています。
　現在、公園はレクレーション会場として使用され、モニュメンは野球展示
室とともに観光客の多くが訪れる場所となっています。 うにまるモニュメント夜景

落成祝賀会での歌謡ショー

奥尻郡釣石尋常高等小学校一年生「詩集・海に生きる」より
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奥尻島なつかし風景 


